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通
水
百
年
を
迎
え
た
利
根
運
河

関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
、
千
葉
県
流
山
市
北
端
の

東
武
野
回
線

「運
河
」
駅
を
か
す
め
る
よ
う
に
、　
一

本
の
壮
大
な
水
路
が
東
西
に
走

っ
て
い
る
。
今
年
、

通
水
百
年
を
迎
え
た

「利
恨
運
河
」
で
あ
る
。
利
根

川
と
江
戸
川
を
結
ぶ
こ
の
利
根
運
河
は
、
今
は
完
全

に
死
の
遅
河
と
化
し
て
い
る
が
、
い
っ
た
い
こ
の
運

河
は
、
い
つ
、
だ
れ
が
、
い
か
な
る
目
的
で
掘
削
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
内
陸
水
運
は
、
ア
ジ
ア
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
、
有
力
な
交
通
輸
送
手
段
だ
っ
た
。
鳥
国
の
日

本
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
例
外
で
は
な
い
。

江
戸
時
代
以
降
、
江
戸

（東
京
）
を
か
な
め
と
す

る
内
陸
水
運
は
、
江
戸
川
を
合
む
利
根
川
水
系
を
主

体
に
発
達
し
、
物
流
の
大
動
脈
と
し
て
機
能
し
て
い

た
。
東
北
地
方
か
ら
江
戸

へ
輸
送
す
る
米
な
ど
の
物

資
は
、
廻
船
で
利
根
川
河
日
の
銚
子
ま
で
運
ば
れ
、

そ
こ
か
ら
、
大
型
の
高
舶
舟

（川
船
）
に
積
み
替
え

て
江
戸
へ
向
か
っ
た
。
利
根
川
を
関
宿
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
江
戸
川
を
下
る
と
い
う
長
い
航
程
で
、
合
航

程
に

一
週
間
以
上
を
要
し
た
が
、
房
俗
沖
の

″魔
の

海
″
を
避
け
た
安
全
な
内
陸
水
路
だ
っ
た
。

利
根
川
水
系
の
水
運
の
全
盛
朝
は
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
幕
末
に
至
っ
て
利
根

川
に
異
変
が
発
生
し
た
。
繰
り
返
す
洪
水
の
結
果
、

関
宿
の
下
流
に
中
洲
が
出
現
し
、
お
の
通
航
が
妨
げ



ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
利
根
川
と
江
戸

川
を
運
河
で
結
び
航
路
を
短
縮
し
よ
う
と
い
う
構
想

は
、
こ
う
し
た
事
情
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
が
、
具

体
化
し
た
の
は
、
明
治
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。

運
河
開
通
は
、
ち
ょ
う
ど
百
年
ま
え
の

一
人
九
〇

（明
治
二
十
二
）
年
。
掘
削
を
手
が
け
た
の
は
、
女

城
県
議
の
広
瀬
誠

一
郎
が
設
立
し
た
利
根
運
河
株
式

会
社
。
設
計
と
現
場
監
督
に
は
、
当
時
四
十
歳
の
オ

ラ
ン
ダ
人
土
木
技
師

ロ
ー
ウ

ェ
ン
ホ
ル
ス
ト

・
ム
ル

デ
ル

（
一
人
四
八
～

一
九
〇

，
）
が
当
た

っ
た
。

運
河
の
全
員
は
八
キ
ロ
余
り
。
総
工
費
五
十
七
万

円
。
工
期
二
年
。
延

べ
二
百
二
十
万
人
の
人
夫
が
工

事
に
従
事
し
た
が
、
か
な
り
の
数
の
囚
人
も
動
員
さ

れ
た
よ
う
だ
。

運
河
の
開
設
に
よ

っ
て
利
根
川
水
系
の
水
逗
は
、

最
後
の
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
開
通
か
ら

一
九
二
七

（昭
和
十
ｉ
）
年
ま
で
の
四
卜
八
年
間
、
運
河
を
利

用
し
た
い
の
総
数
は
、
和
船
、
汽
船
合
わ
せ
て
百
万

隻
に
の
ぽ
り
、
明
治
末
期
の
最
盛
期
に
は
、　
一
日
百

余
隻
が
こ
こ
を
通
過
し
た
。

だ
が
、
大
正
に
は
い
る
と
、
運
河
に
落
日
が
訪
れ

た
。
鉄
道
開
業
、
架
橋
な
ど
陸
上
交
通
の
整
備
に
よ

っ
て
、
利
根
川
水
運
は
急
速
に
衰
退
。
加
え
て
、
度

竜
な
る
洪
水
が
運
河
の
河
道
を
埋
め
、
運
河
の
忠
の

根
孝
Ｅ

め
た
。

利
根
運
河
は
今
、
周
辺
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て

静
か
に
横
た
わ

っ
て
い
る
。
「遵
河
」
駅
近
く
の
水
辺

公
国
の
高
台
に
は
、
ム
ル
デ
ル
の
頭
彰
碑
が
ひ
っ
そ

り
と
た
ち
、
運
河
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。

東

京

―

銚

子
間
を

十

八
時

間

で
結

ぶ

こ
の
利
根
運
河
を
舞
台
に
大
活
曜
し
た
花
形
汽
船

が
、
日
本
通
運
の
前
身

・
内
国
通
運
会
社
の
木
造
外

輪
汽
船

「
通
運
丸
」
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

内
国
通
運
が

「
通
運
丸
」
型
に
よ
る
利
根
川
水
系

の
内
陸
貨
客
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の
は
、　
一
人
七

七

（明
治
十
）
年
二
月
。
シ
リ
ー
ズ
の
第

一
船
は
、

こ
の
年
の
二
月
、
石
川
島
車
工

⌒現

・
石
川
島
播
磨

重
工
）
の
前
身

・
石
川
島
平
野
造
晴
所
で
完
成
し
た

「第

一
通
運
丸
」
で
あ
る
。
こ
の
船
は
、
石
川
島
重

工
の
開
業

一
番
船
で
あ
る
と
同
時
に
、
わ
が
国
の
民

間
造
は
所
で
建
造
さ
れ
た
最
初
の
汽
硝
で
あ
り
、
日

本
造
船
史
上
記
念
す
べ
き
船
で
あ
る
。

「
道
連
丸

・の
サ
ー
ビ
ス
と
、
以
後
順
調

に
発
展
し
、

利
根
運
河
聞
通
後
は
、
東
京
―
銚
子
間
の
直
航
便
が

開
設
さ
れ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、　
一
九

一
０

（明
治

四
十
二
）
年
に
旅
作
数
が
午
固
十
七
方
人
、
貨
物
世

が
　
万
三
千
ト
ン
と
な
り
、
輸
送
よ
が
し
―
ク
に
達

し
て
い
る
。
ｉ
な
寄
港
地
は
次
の
と
お
り
で
、
今
航

程
約
十
八
時
間
を
要
し
た
と
い
う
。

明
段
町

　

（小
名
木
川
）
―
行
徳
‐
市
川
―
松
戸

―
流
山
―

（利
根
運
河
）

‐
取
手
―
布
佐
　
木
下
―

神
崎
―
佐
原
―
呑
取
―
小
兄
川
―
笹
―――
　
挑
子
。

「通
運
丸
」
関
係
の
火
料
は
そ
の
後
散
逸
し
、
そ
の

詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
十

い

、
日
本
近
世
造
晴
史

付
図
』
（明
治
時
代
）
に

「
第
二
十
六
通
運
丸
」
の
図

画
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
船
は
　
九
０
七

（明
治

四
十
）
年
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で

（建
造
所
不
明
）
、

コ
ン
パ
ウ
ン
ド

・
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
五
―
七
稔

ト
ン
の
本
造
外
輸
貨
客
船
で
あ

っ
た
。

「
通
遵
丸
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
最
終
的
に
二
十
隻
以
上

た
造
さ
れ
た
。
「
日
本
船
名
録
」
を
追
う
と
、
最
後
の

「
通
運
丸
」
は

一
九

一
四

（大
正
三
）
年
に
誕
生
し

て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
す
で
に
利
根
川
水
系
の
水

運
が
、
鉄
道
網
の
普
及
な
ど
に
よ

っ
て
急
速

に
衰
退

し
つ
つ
あ

っ
た
時
期
で
あ

っ
た
。

一
九

一
九

（大
正
代
）
年
に
内
国
通
運
は
、
「
通
連

丸
」
シ
リ
ー
ズ
を
す

べ
て
東
京
通
船
に
売
却
、
利
根

川
水
系
の
賃
客
サ
ー
ビ
ス
を
廃
に
し
た
。
こ
の
結
果

「
通
運
丸
」
は
、
川
紡
か
ら
婆
を
消
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
実
際
は
東
京
週
船
に
よ
り
、
引
き
続

き
昭
和
初
期
ま
で
運
航
さ
れ
て
い
た
。

東
京
―
銚
子
問
直
航
便
の
終
肯
は
い
つ
か
、
明
確

な
記
録
は
な
い
が
、
成
田
線
が
世
川
ま
で
開
通
し
た

一
九
■

　

（昭
和
六
）
午
こ
ろ
で
は
、
細
々
と
統

い

て
い
た
ら
し
い
。
言

い
か
え
れ
ば
、
利
根
川
、
江
戸

川
か
ら

「
通
運
丸
」
が
消
え
て
、
ま
だ
半
世
紀
余
り

し
か
た
っ
て
い
な
い
わ
け
で
、
黒
煙
を
あ
げ
て
川
紡

を
上
下
す
る

「
通
運
丸
」
の
雄
姿
を
記
憶
し
て
い
る

老
人
も
、
ま
だ
多
数
お
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
山

田
　
廼

生

）


